
企
業
の
参
加
者
も

キ
ャ
リ
ア
形
成
に

学
生
対
象
の
賞
も

日
本
プ
ロ
セ
ス
化
学
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
、
秋
山
隆
彦
会
長
・
学
習
院
大

学
教
授
）
は
、
今
年
７
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、
プ
ロ
セ
ス
化
学
に
か

か
わ
る
幅
広
い
分
野
と
業
界
を
対
象
に
し
た
「
第
５
回
プ
ロ
セ
ス
化
学

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
２
０
２
６

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
ａ
ｌ

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｕ
ｍ

ｏ
ｎ

Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ

Ｃ

ｈ
ｅ
ｍ
ｉ
ｓ
ｔ
ｒ
ｙ
）」を
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
（
浜
松
市
）
で
開
催
す

る
。
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
２
０
０
１
年
の
設
立
時
か
ら
、
毎
年
夏
と
冬
に
２
回

行
っ
て
い
る
国
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
約
５
年
に
１
度
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
実
施
し
て
き
た
。
製
薬
業
界
の
み
な
ら
ず
、
化
学
産
業
全
般
に

お
け
る
「
も
の
づ
く
り
」
の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の

が
日
本
プ
ロ
セ
ス
学
会
。
そ
の
背
景
に
は
、
学
術
界
の
「
探
究
」
と
産

業
界
の
「
生
産
」
の
間
に
あ
る
深
い
溝
を
埋
め
た
い
と
い
う
強
い
志
が

あ
る
。
も
の
づ
く
り
の
現
場
で
「
プ
ロ
セ
ス
化
学
」
の
重
要
性
と
注
目

度
は
一
段
と
高
ま
っ
て
き
て
お
り
今
回
、
浜
松
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
第
５
回
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
「
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
プ
ロ
セ
ス
化
学
最

前
線
を
体
感
し
、
今
後
の
研
究
と
キ
ャ
リ
ア
を
切
り
開
く
場
」
と
し
て
、

大
き
な
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

日
本
プ
ロ
セ
ス
化
学
会
の

秋
山
隆
彦
会
長
と
と
も
に
同

会
の
運
営
に
尽
力
し
て
い
る

赤
井
周
司
副
会
長
（
大
阪
大

学
名
誉
教
授
）
は
、
今
回
の

第
５
回
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
実
行
委

員
長
を
務
め
て
い
る
。
改
め

て
日
本
プ
ロ
セ
ス
化
学
会
の

特
徴
と
活
動
、
そ
し
て
今
回

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
意
義
な
ど
を
聞
い
た
。

◇

●
�
日
本
プ
ロ
セ
ス
化
学
会

の
特
徴
は
。

「
製
薬
業
界
を
は
じ
め
と

し
て
、
多
様
な
化
学
産
業
、

大
学
や
公
立
研
究
機
関
な
ど

の
ア
カ
デ
ミ
ア
、
そ
し
て
装

置
や
機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
、

モ
ノ
づ
く
り
で
も
あ
る
プ
ロ

セ
ス
化
学
に
か
か
わ
っ
て
い

る
多
種
多
様
か
つ
幅
広
い
分

野
の
研
究
者
や
、
企
業
の
製

造
か
ら
研
究
開
発
部
門
の
担

当
者
ま
で
多
く
の
専
門
家
が

集
ま
る
場
と
し
て
日
本
の
学

術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で

も
産
学
の
最
前
線
が
直
接
に

交
差
、
交
流
で
き
る
独
自
の

会
と
し
て
活
動
を
推
進
し
て

い
る
。
毎
年
、
夏
と
冬
に
行

う
国
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

多
く
の
方
々
が
集
う
が
、
特

徴
的
な
の
は
参
加
者
の
約
９

割
が
企
業
か
ら
の
研
究
者
や

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
こ

と
。
と
り
わ
け
研
究
所
長
や

部
門
長
ク
ラ
ス
も
多
数
参
加

す
る
。
こ
の
よ
う
な
学
術
集

会
は
他
に
例
が
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
こ
の
よ
う

に
プ
ロ
セ
ス
化
学
分
野
に
た

ず
さ
わ
る
各
方
面
の
人
的
交

流
と
研
究
交
流
の
双
方
で
確

固
た
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
持
っ

て
い
る
」

●
�
第
５
回
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
開
催

で
目
指
す
と
こ
ろ
は
。

「
真
の
国
際
化
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
次
代

に
継
ぐ
人
材
育
成
と
い
う
２

つ
が
大
き
な
テ
ー
マ
。
今
回

の
１３
件
の
招
待
講
演
で
は
各

国
の
教
授
や
企
業
研
究
者
か

ら
プ
ロ
セ
ス
化
学
に
か
か
わ

る
世
界
最
先
端
の
研
究
成
果

が
多
く
紹
介
さ
れ
る
。
と
く

に
企
業
で
の
研
究
成
果
は
学

術
的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

あ
り
、
日
本
の
プ
ロ
セ
ス
化

学
研
究
に
か
か
わ
る
す
べ
て

の
研
究
者
に
と
っ
て
プ
ロ
セ

ス
化
学
研
究
に
お
け
る
国
際

潮
流
を
知
り
、
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
研
究
レ
ベ
ル
に
触
れ
る

良
い
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
化
学
産
業
全
般
で
有

機
合
成
や
合
成
技
術
の
新
た

な
ト
レ
ン
ド
も
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｃ

の
場
は
招
待
講
演
の
み
な
ら

ず
、
学
生
や
若
手
研
究
者
に

と
っ
て
圧
倒
的
な
成
長
機
会

の
場
と
な
る
。
開
催
期
間
中

の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や

情
報
交
換
会
に
は
国
内
外
の

第
一
線
企
業
研
究
者
が
多
く

訪
れ
、
そ
の
場
で
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
る
。
研
究
内

容
に
か
か
わ
る
学
術
的
な
討

論
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
実

務
に
沿
っ
た
視
点
や
将
来
キ

ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る
コ
メ
ン

ト
も
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
若

手
研
究
者
に
と
っ
て
は
リ
ア

ル
な
直
接
対
話
を
通
じ
、
ネ

ッ
ト
情
報
や
研
究
室
の
な
か

だ
け
で
は
決
し
て
得
る
こ
と

の
で
き
な
い
新
た
な
刺
激
や

実
体
験
が
で
き
る
の
も
大
き

な
特
徴
だ
」

●
�
今
回
、
学
生
優
秀
発
表

賞
も
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
化
学
会
、
そ
し
て

有
機
合
成
化
学
協
会
か
ら
の

協
力
と
支
援
も
得
て
、
有
機

合
成
に
か
か
わ
る
各
大
学
や

研
究
機
関
の
教
員
・
主
任
研

究
者
の
方
々
へ
学
生
・
院
生

ら
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
促
す

告
知
協
力
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
両
会
の
学
術
誌

名
を
冠
と
し
て
学
生
・
院
生

ら
の
優
れ
た
研
究
成
果
を
表

彰
す
る
。
表
彰
を
通
じ
若
い

研
究
者
ら
の
研
究
活
動
に
関

わ
る
挑
戦
を
後
押
し
し
、
プ

ロ
セ
ス
化
学
の
み
な
ら
ず
、

日
本
の
研
究
開
発
分
野
に
お

け
る
次
世
代
の
人
材
育
成
を

推
進
し
て
い
く
。
プ
ロ
セ
ス

化
学
は
こ
れ
ま
で
医
薬
製
造

に
限
定
さ
れ
た
領
域
で
、
そ

の
他
の
領
域
と
は
あ
ま
り
関

係
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
印
象
も
聞
く
が
、
実
際

に
は
そ
う
で
は
な
い
。
化
学

反
応
や
触
媒
開
発
、
す
べ
て

の
合
成
プ
ロ
セ
ス
、
機
能
性

分
子
創
製
、
高
分
子
化
学
、

ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
な

ど
『
も
の
づ
く
り
』
を
志
向

す
る
す
べ
て
の
研
究
分
野
は

プ
ロ
セ
ス
化
学
の
基
盤
で
も

あ
り
、
プ
ロ
セ
ス
化
学
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
、
こ
れ
ま
で
プ
ロ
セ
ス
化

学
に
興
味
を
持
っ
て
い
な
い

研
究
者
た
ち
の
参
加
を
促
し

た
い
。
薬
学
に
限
ら
ず
、
理

学
、
工
学
、
農
学
な
ど
学
部

・
研
究
科
の
枠
を
越
え
、
多

様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
つ
研
究
者
と
多
彩
な
企
業

の
方
々
が
交
流
し
、
新
し
い

視
点
や
学
際
連
携
が
生
ま
れ

る
の
が
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
魅
力
。

今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

へ
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」

（
聞
き
手
�
沼
澤
憲
一
）

日
本
プ
ロ
セ
ス
化
学
会

は
、
こ
れ
ま
で
０８
年
、
１１
年
、

１５
年
、
１９
年
と
開
催
を
重
ね

て
き
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
経
験
と
実
績
を
踏
ま
え
、

今
回
、
７
月
の
ア
ク
ト
シ
テ

ィ
浜
松
に
お
け
る
第
５
回
Ｉ

Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
お
い
て
「
我
が
国

の
プ
ロ
セ
ス
化
学
産
業
の
国

際
競
争
力
の
強
化
」と「
プ
ロ

セ
ス
化
学
の
裾
野
を
広
げ
、

次
代
を
担
う
人
材
育
成
」
を

大
き
な
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
。

国
内
外
か
ら
約
１
０
０
０
人

の
参
加
を
目
指
し
た
大
規
模

な
国
際
会
議
と
な
る
見
込

み
。
前
回
の
開
催
か
ら
７
年

ぶ
り
と
な
る
第
５
回
Ｉ
Ｓ
Ｐ

Ｃ
で
は
米
国
、
英
国
、
オ
ラ

ン
ダ
、中
国
、韓
国
、
イ
ン
ド
、

そ
し
て
日
本
の
総
勢
１３
人
の

著
名
な
講
演
陣
を
招
へ
い

し
、
従
来
以
上
に
国
際
色
豊

か
な
学
会
と
な
る
。
さ
ら
に
、

招
待
講
演
を
通
じ
プ
ロ
セ
ス

化
学
の
最
新
研
究
や
国
際
動

向
、
さ
ら
に
プ
ロ
セ
ス
化
学

の
応
用
領
域
の
可
能
性
を
幅

広
く
知
り
、
体
験
で
き
る
ま

た
と
な
い
機
会
と
な
る
。

第
５
回
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
講
師

陣
は
世
界
的
な
製
薬
企
業
、

Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
医
薬
品
製
造
受

託
）
か
ら
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

研
究
者
と
各
国
大
学
教
授

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん

で
い
る
最
先
端
の
研
究
成
果

が
披
露
さ
れ
る
。
製
薬
業
界

に
限
ら
ず
化
学
や
食
品
な
ど

で
も
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い

る
連
続
フ
ロ
ー
合
成
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
合
成
、
機

械
学
習
や
デ
ー
タ
化
学
、
酵

素
触
媒
、
電
気
化
学
、
光
化

学
と
い
っ
た
最
先
端
の
有
機

合
成
や
最
新
合
成
技
術
が
紹

介
さ
れ
る
た
め
、
プ
ロ
セ
ス

化
学
の
現
在
と
そ
の
未
来
を

大
き
く
俯
瞰
で
き
る
。
大
学

に
限
ら
ず
、
研
究
開
発
に
従

事
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
・

各
社
の
研
究
者
に
と
っ
て
も

会
場
へ
の
参
加
は
非
常
に
有

意
義
な
場
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
日
本
の
全
産
業
界

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な

る
次
世
代
の
人
材
育
成
は
大

学
や
企
業
の
研
究
開
発
現
場

も
同
じ
だ
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
２

０
２
６
で
は
次
世
代
の
人
材

育
成
を
強
く
推
進
す
る
新
し

い
取
り
組
み
と
な
る
「
学
生

優
秀
発
表
賞
」
も
新
設
さ
れ

た
。
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
大
学
や
企
業
研
究
者
対
象

の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
優
秀
発
表
賞
に

加
え
、
学
生
・
院
生
を
対
象

に
優
れ
た
研
究
や
若
い
研
究

者
が
取
り
組
む
未
来
へ
の
挑

戦
を
、
こ
の
学
生
優
秀
発
表

賞
を
通
じ
て
強
力
に
後
押
し

を
し
な
が
ら
プ
ロ
セ
ス
化
学

を
担
う
次
代
の
研
究
人
材
育

成
に
つ
な
げ
て
い
く
。

こ
の
試
み
で
は
、
全
国
の

学
生
や
院
生
ら
が
取
り
組
ん

で
い
る
研
究
の
成
果
を
ポ
ス

タ
ー
形
式
で
第
５
回
Ｉ
Ｓ
Ｐ

Ｃ
の
開
催
会
場
で
発
表
す

る
。
各
大
学
間
の
学
術
交
流

だ
け
で
な
く
、
企
業
側
に
と

っ
て
も
学
生
ら
が
行
っ
て
い

る
優
れ
た
研
究
成
果
へ
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
５
回
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
本
開

催
は
７
月
２
・
３
日
の
２
日

間
だ
が
、
７
月
１
日
の
夕
刻

に
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
第
５

回
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
２
０
２
６
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
はh

ttp
s

:
/

/
cd

sy
m

p
o
.
co

m
/
isp

c

2
0
2
6
/

。

世世
界界
のの
研研
究究
最最
前前
線線

体体
感感

第５回プロセス化学国際シンポジウム

産
学
か
ら
多
彩
な
講
師
陣

参
加
者
約
１０００
人

世界各国から総勢１３人の講演陣を招へいした。連続フロー合成、酵素触媒
といった最先端の有機合成や最新合成技術が紹介される

７月１～３日 浜松市で開催

開催地のアクトシティ浜松

若
手
人
材
に
成
長
の
機
会
提
供

大阪大名誉教授

日本プロセス化学会副会長

赤井 周司

リ
ア
ル
な
情
報
交
換
が
刺
激

大
会
の
ロ
ゴ


